
DX時代の未来を開く鍵
～リスキリングの第1歩をご紹介～

DX時代のリスキリングの取り組み方 分科会

アシストソリューション研究会東日本　2023年度分科会発表会



冒頭、アンケートがあります。

お手元にスマートフォンを

ご準備ください。

ご協力のほどお願いします。
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分科会紹介：個性豊かな仲間たち ー その名も”スーパーリスキリングブラザーズ”！

吉田 遥
（よっしー）
株式会社アシスト

田部 智之
（たべっち）
株式会社アシスト

岡田 聖子
（おかちゃん）
第一生命情報システム
株式会社

西山 輝
（にっしー）
住友金属鉱山株式会社

矢部 拓海
（やべっち）
株式会社丸井グループ

寺岡 慎太郎
（てらさん）
ＴＩＳ株式会社

サブ
リーダー

佐々木 直人
（いんてぃ）
清水建設株式会社

八木 啓
（ひろさん）
株式会社
ＪＲ東日本情報システム

サブ
リーダー

リーダー

チーム名：スーパーリスキリングブラザーズ
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リスキリング分科会のゴール

自分がDX人材になって、

自社でDXを推進できるようになりたい
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リスキリング分科会の活動実績！！

24 回（ 2 時間／回）定例会

45 回（ 1 時間／回）朝活勉強会

Lots Of Time !宿題
課題実践

この1年間で......　

計 100時間以上、活動しました！！



ところで

皆さんの会社は

DXに取り組んでいますか？
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こちらから回答

してみてください！
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ソ研参加企業にも

同様のアンケートをしました
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アンケートの結果その１　あなたの会社は「DX」に取り組んでいますか？

DXに
取り組んでいる

89.1 ％
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アンケートの結果その２　あなたの会社の「DX」を説明できますか？

説明できない
分からない

79.3 ％
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What is “DX”？ What is “リスキリング”？
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「知っている」と「理解している」は違う

知っている 理解している≠

言葉として

聞いたことがある

定義を

説明できる
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「知っている」と「理解している」は違う

知っている 理解している≠

言葉として

聞いたことがある

定義を

説明できる
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DXとは

定義を知る・理解する
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DXとは

 経済産業省の定義（「デジタルガバナンス・コード 2.0」）

「企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、

データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、

製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、

業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、

競争上の優位性を確立すること。」
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DXとは

DXには段階がある

アナログ・物理データのデジタルデータ化デジタイゼーション

個別の業務プロセスのデジタル化デジタライゼーション

組織横断／全体の業務・製造プロセスのデジタル化、
”顧客起点の価値創出”のための事業やビジネスモデルの変革

デジタル
トランスフォーメーション
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リスキリングとは

定義を知る・理解する
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リスキリングとは

経済産業省の定義

新しい職業に就くために、あるいは、

今の職業で必要とされるスキルの大幅な変化に適応するために、

必要なスキルを獲得する／させること。



ちなみに……リスキリングと似ている概念が

いくつかあることを知っていますか？
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リスキリングと似ている概念との比較

リカレント リスキリング

大学に入り直すなど、個人が自らの意思で
別のスキルを身につける

企業が従業員に
新しいスキルを身につけてもらう
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リスキリングと似ている概念との比較

アップスキリング リスキリング

現職でステップアップするために
スキルを高めること

現職とは異なる職種に向けて
スキルを塗り替えること
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リスキリングと似ている概念との比較

アンラーニング リスキリング

「学習棄却」とも呼ばれ
捨てることに主眼

必ずしも捨てるとは限らない
（既存のものに付け加える場合もある）

25



リスキリングって

何で注目されてるんでしょうか？
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27

リスキリング支援

5年で1兆円

2030年までに

10億人のリスキル
2030年に国内IT人材

最大79万人不足

内閣府「物価高克服・経済再生実現のため
の総合経済対策」より

27

2020年世界経済フォーラム年次総会（ダボ
ス会議）より

経済産業省「IT人材需給に関する調査」
（2019年4月）の試算　より

リスキリングが注目される要因

リスキリングの必要性
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DXとリスキリング

の関係とは

定義を知る・理解する
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突然ですが
ここでクイズです
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どのくらいの企業でDXの成果が出ているでしょう？

① 10％

② 25％

③ 45％

④ 60％
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答えは……

② 25 ％
データ参照元：DX白書2023
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実際、DXで成果が出ている企業のうち

人材育成予算を増やしているのは？

① 14.5％

② 23.9％

③ 36.4％

④ 42.8％
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答えは……

④ 42.8 ％
データ参照元：DX白書2023
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DX成果ありの企業は人材育成予算が増えている

42.8 ％ 21 ％

DX成果あり DX成果なし

データ参照元：DX白書2023



35

 人材育成とリスキリングは何が違うのでしょうか？
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人材育成とは

国語辞典の定義

社会や組織に貢献できる財産として人間を育成、教育すること。

企業などにおいて、業務をこなすために

要求されるスキルを身につけさせること。
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リスキリングとは

経済産業省の定義

新しい職業に就くために、あるいは、

今の職業で必要とされるスキルの大幅な変化に適応するために、

必要なスキルを獲得する／させること。

再掲
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相違点 必要とされるスキルの大幅な変化に適応すること

業務に必要なスキルを習得させること共通点

リスキリングと人材育成の違い
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「DXの手段」としてリスキリングを再定義

当分科会のリスキリング定義

企業が存続するために行う

変革を支えるための人材の育成・確保

（≠ 社員が自身の目的のために行う生涯学習）
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 リスキリングは手段、目的はDX
Point

40

①自社の課題の抽出
　DXの方針策定

②DXに必要なスキルを特定
　　特定したスキルを学習

③新しい価値の創造
DX達成

リスキリング
（手段）

DX
（目的）

「DXの手段」としてリスキリングを再定義
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 定義についてはわかったけど、

リスキリングってしないとどうなるの？
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https://docs.google.com/file/d/1B-gerSHAZclYB_nIviq9vo0CCpCaKLT1/preview
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個人依存の勉強は
迷走に

繋がる可能性大

DXしないと
会社が潰れるかも

DX推進の部署が
乱立する事態で
コストの無駄遣い

デジタル・
ネイティブに

仕事が奪われる

気付いたら
できる仕事が
なくなってた!?



44

個人依存の勉強は
迷走に

繋がる可能性大

DXしないと
会社が潰れるかも

DX推進の部署が
乱立する事態で
コストの無駄遣い

デジタル・
ネイティブに

仕事が奪われる

気付いたら
できる仕事が
なくなってた!?

そんな状況にしない
ためにはどうすれば？
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リスキリングが
解決の鍵の一つです



46

その第一歩を
お伝えします



47

それは……



48

「DXって何？」を
同僚や上司と
話してみること！
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その理由については
次のパートで！
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リスキリング分科会のゴール

自分がDX人材になって、

自社でDXを推進できるようになりたい
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リスキリング分科会のゴール

自分がDX人材になって、

自社でDXを推進できるようになりたい

DX人材になるための

リスキリングを実践してみよう！
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自身がDX人材になるために、勉強をし始めた

毎週木曜日8~9時開催日時

DX人材になるために必要だと考えられるものを実践学習内容

朝勉強会 =  朝活 を活用

全45回開催

Zoom会議開催方式
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リスキリング実践の流れ

DX時代のリスキリングを研究するために、当分科会で実践したこと

現状を
知る

DXの基礎知識を
身につける

国内のDX
取組状況を知る

リスキリングの
達成
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リスキリング実践の流れ

DX時代のリスキリングを研究するために、当分科会で実践したこと

現状を
知る

DXの基礎知識を
身につける

国内のDX
取組状況を知る

リスキリングの
達成
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最初に「自社のDXについて」を話し合いました

DXについてよく知らないことが判明

何がDX？

どのスキル
が必要？
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リスキリング達成までの流れ

DX時代のリスキリングを研究するために、当分科会で実践したこと

国内のDX
取組状況を知る

リスキリングの
達成

DXの基礎知識を
身につける

現状を
知る
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DX基礎知識を身につける：DXリテラシー標準とは

DXリテラシー標準とは

経済産業省が策定した、DXに関する基礎的な知識やスキルを

身につけるための指針。

すべてのビジネスパーソンが身につけるべき、

能力やマインドなどが定義されている。
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DXリテラシー標準で知ったこと

「DXリテラシー標準」掲載内容

DXの定義

DXの背景

DXで活用されるデータ・技術

データ・技術を活用する方法

DXに必要な意識・姿勢・行動
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チームメンバー全員が基礎知識やマインドを理解できた

DXリテラシー標準を読んで
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リスキリング達成までの流れ

DX時代のリスキリングを研究するために、当分科会で実践したこと

リスキリングの
達成

現状を
知る

DXの基礎知識を
身につける

国内のDX
取組状況を知る
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DX白書とはDX推進のために作られた刊行物

DX白書とは

国内外企業のDX取組状況を、戦略・人材・技術の観点から

調査し、企業がDXを推進するために役立つ情報として、

IPA(情報処理推進機構)が刊行したもの。

国内外企業のDX実践例も掲載されている。
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DX白書2023　目次/構成

「DX白書2023」掲載内容

　－ 国内産業におけるDX取組状況の俯瞰２部

　－ 総論１部

　－ 企業DXの戦略３部

全397ページ 5部構成

　－ ITシステム要件・開発手法・技術

　－ デジタル時代の人材４部

　－ 国内外のデジタル関連制度・政策動向

５部

付録
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輪読会の特徴は、
共通教材を分担し学習してきて、学習内容を互いに講義しあうこと

DX白書の学習を「輪読会」という形式で実施した

朝活開催日時

・共通教材を分担して学習
・学習内容は毎週交代で
　他メンバーへ講義、討議

実施形態

DX白書2023
（全397ページ）

学習内容
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輪読会のイメージ図



66

輪読会のイメージ図

さらに、講義終了後に感想共有と討議を実施
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「輪読会」での講義

いんてぃ ひろさん

おかちゃん たべっち
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「輪読会」での講義

スライドや要点をまとめた資料を用意して、各自が講義しました。

にっしー

やべっち

よっしー

てらさん
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「輪読会」での討議

聴講者は、講義中に疑問・感想を共有し
講義後に、講義者含めた全員で討議しました



70

「輪読会」のまとめ

すべての講義終了後は、「わかったこと」
「つぎは何をすべきか」を共有しました
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チームメンバー全員がDX実践例について理解できた

「輪読会」での成果
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リスキリング達成までの流れ

DX時代のリスキリングを研究するために、当分科会で実践したこと

現状を
知る

DXの基礎知識を
身につける

リスキリングの
達成

国内のDX
取組状況を知る
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リスキリング分科会のゴール

自分がDX人材になって、

自社でDXを推進できるようになりたい

→　推進できる？
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目的達成のため

実践学習しました！！
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実践学習

デザイン思考とは

ユーザーの視点で、潜在的なニーズを発見し、

解決策を探る思考法。

ユーザーのニーズを逐次確認できるため、

変化の激しいDX時代に求められる思考法です。

デザイン思考をやってみた
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デザイン思考の手法を　学習→実践　した

実践学習してみた

学習＋実践（計４時間）開催時間

・セミナー式による学習
・デザイン思考の手法実践
 （ブレインライティング）

実施形態

実践
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ブレインライティング

「ブレインライティング」とは

複数人で回覧板式にアイデア発想シートを回して、

アイデアを引き継ぎ合いながら広げていく手法。

シートのいちばん上の列に、1人目のアイデア。

2人目は、1人目のアイデアに関連したアイデア。

3、4人目とどんどんアイデアを繋げていく。
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ブレインライティング

お題：組織でリスキリングを加速させたい人のニーズを満たすためには？

3アイデア×8人×8セット=192アイデアを創出
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プロトタイプ作成

でたアイデアを、かたちに。
リスキリング推進のためのアイデア、プロトタイプを作成
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「DXリテラシー標準の勉強」「DX白書勉強会」「デザイン思考の実践」での成果

「基礎知識・マインド」 「実践例」を知り
「実践」することで、

DXを正しく理解することができた。
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「DXリテラシー標準の勉強」「DX白書勉強会」「デザイン思考の実践」での成果

「基礎知識・マインド」 「実践例」を知り
「実践」することで、

DXを正しく理解することができた。

リスキリング達成！
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 なぜリスキリングを達成できたのか？

進める順序勉強方法
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成功した理由を考えた結果、学習定着率にヒントがあると考えた

何故、リスキリングが成功したのか？

学習定着率とは、学習×能動性の因果関係を整理した指標である

能動的に学ぶほど定着が期待できるとする考え方
(ラーニングピラミッド理論に基づく指標)
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能動的に学ぶほど定着が期待できるとする考え方
(ラーニングピラミッド理論に基づく指標)

学習定着率とは、学習×能動性の因果関係を整理した指標である
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両勉強共に実践(＋α)を行うことにより学習定着率が上がった

成功した学習方法は、ラーニングピラミッド理論に該当していた

視聴覚

他の人に教える

講師役 参加役

〇 〇

〇 〇
セミナー式
勉強会

輪読会

+α
工夫

〇
(グループ討論)

〇
(ﾌﾞﾚｲﾝﾗｲﾃｨﾝｸ )゙

+90% +20%定着機会 +50%

元々の学習方法

グループ討論
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両勉強共に実践(＋α)を行うことにより学習定着率が上がった

成功した学習方法は、ラーニングピラミッド理論に該当していた

視聴覚

他の人に教える

講師役 参加役

〇 〇

〇 〇
セミナー式
勉強会

輪読会

+α
工夫

〇
(グループ討論)

〇
(ﾌﾞﾚｲﾝﾗｲﾃｨﾝｸ )゙

+90% +20%定着機会 +75%

元々の学習方法

自ら体験する
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+αで実践した方法がリスキリングの効果を高めた

勉強方法は組み合わせることでより強固な知識となる

元々存在する
勉強方法

＋α
工夫
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一方、失敗した勉強会もありました

すべて上手くいったわけではない
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もくもく会の特徴は「個人」による勉強会

「もくもく会」という勉強会を実施した

毎週木曜日8~9時開催日時

個人による自習実施形態

DXのため必要と考えた
内容を個人ごとに選定

学習内容

個人管理（週次で進捗共有）進捗管理
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結果：「チーム」としてのリスキリングは失敗

もくもく会を実践してわかったこと

個人で勉強できた人もいた。
でも、チームとしては・・・
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成功と失敗を分けた「差」が何だったのか分析を実施

一体どうすればよかったのか…
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学習方法の構成要素を比較した結果、大きく異なることが分かった

勉強会の分析

成功した勉強会 迷走した勉強会

有 なし

有 なし

有 なし

学習
目的
設定 個人

学習目的の共有

具体的かつ一律 自由

具体的かつ一律 自由

具体的かつ一律 なし

学習教材

学習方法

アウトプット

集団
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学習方法の構成要素を比較した結果、大きく異なることが分かった

勉強会の分析

成功した勉強会 迷走した勉強会

有 なし

有 なし

有 なし

学習
目的
設定 個人

学習目的の共有

具体的かつ一律 自由

具体的かつ一律 自由

具体的かつ一律 なし

学習教材

学習方法

アウトプット

集団
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成功するリスキリングには・・・

なぜやるのか、ありたい姿は何？

目的が重要！
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リスキリングには流れ（ロードマップ）があることを見出した

これが私達から提案する「リスキリングロードマップ」

Phase6 Phase7Phase1 Phase2 Phase3 Phase4 Phase5

DXのことを
話す

それって
DXなの？と
疑問を持つ

DXの定義
を知る

自社のDXを
把握する

自社のDXに
必要なスキル
が分かる

学習を
実践する

DXを
推進する

現状を
知る

DXの基礎知識を
身につける

国内のDX
取組状況を知る

リスキリングの
達成
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成功した勉強会

Phase1 Phase2 Phase3 Phase4 Phase5 Phase6 Phase7

DXのことを
話す

それって
DXなの？と
疑問を持つ

DXの定義
を知る

自社のDXを
把握する

自社のDXに
必要なスキル
が分かる

学習を
実践する

DXを
推進する

自社の業務紹介→基礎知識→実践に必要なスキル
と順番に学習を進めていた

成功した勉強会はロードマップに沿って進めることができていた！
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失敗した勉強会はロードマップに沿っていなかった！

失敗の原因は、いきなり学習を実践したことである

Phase1 Phase2 Phase3 Phase4 Phase5 Phase6 Phase7

DXのことを
話す

それって
DXなの？と
疑問を持つ

DXの定義
を知る

自社のDXを
把握する

自社のDXに
必要なスキル
が分かる

学習を
実践する

DXを
推進する

もくもく会は
いきなりここから
始めてしまった
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ロードマップはWHY・HOW・WHATの順に進んでいる

ロードマップのWHY・HOW・WHAT

Phase1 Phase2 Phase3 Phase4 Phase5 Phase6 Phase7

DXのことを
話す

それって
DXなの？と
疑問を持つ

自社のDXを
把握する

自社のDXに
必要なスキル
が分かる

学習を
実践する

DXを
推進する

DXの定義
を知る

WHY HOW WHAT
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①WHY②HOW③WHATの順序⇒目的のあるリスキリングになる

※このスライドはロードマップと併せてチェックリストとしてご活用ください

HOWWHY
①何故自社はDXを
　する必要があるのか？

②どうやってDXを
　推進したらいいか？

③何によってDXが推進
　できるようになるのか？

WHAT

要素の
洗い出し

活動理由の
明確化

推進方法の
選定

Phase1~3 Phase4~5 Phase6
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これがDXを推進させるためのリスキリングロードマップだ！

Phase1 Phase2 Phase3 Phase4 Phase5 Phase6 Phase7

DXのことを
話す

それって
DXなの？と
疑問を持つ

自社のDXを
把握する

自社のDXに
必要なスキル
が分かる

学習を
実践する

DXを
推進する

DXの定義
を知る
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1

2

3

はじめに

定義を知る・理解する

リスキリング実践紹介

4 まとめ

目次
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本日のまとめ：リスキリングで迷走しないためには

ロードマップを参考にしながら
①WHY ②HOW ③WHATの順で考える

計画する

学習時は学習定着率を意識する学ぶ

そのための第１歩は……



「DXって何？」を
同僚や上司と
話してみること！
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おわりに

Thank you!

ソ研という機会をいただき、リスキリングの実践が 
できたことを非常に嬉しく感じています。 

 
このような素敵な機会のおかげで、 

私たち自身が、 

DXを推進できる人材になることができました。 
 
 

　　・会社のタスクフォースでリスキリングを実践 
　　・全社のDXプロジェクトにアサインされている 

 
これからもソ研で学んだことを活かし励んでまいります。 

本当にありがとうございました。 
 

DX時代のリスキリングの取り組み方 分科会一同 


